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京から、劇場から、旅に出てずいぶん
と時間が経ったように思います。たくさ
んの人、場所、出来事に出会いました。
昨年のテーマはただ1つ。それらをどう

やって東京の劇場に持ち帰るか。
　僕たちが出会ってきたものはどれも軽やかで
柔らかく滑らかでした。かつて東京で活動して
いたときには手にできなかったものたち。近く
にあっても見えなかったものたち。それらを東
京の舞台に連れていきたい。再生したい。生み
出したい。そうすればきっと次の目的地が見え
てくる。
　そんなことを考えながら、昨年はたくさんの
舞台をつくりました。『大工』『わたしの星』『わ
たしが悲しくないのはあなたが遠いから』『池袋
ウエストゲートパーク』、そして再びの『大工』。

どの作品も今の僕たちだから出来た作品だった
と思います。どの作品にも柔らかい風が吹いて
いて、それこそずっと追い求めていたもので。こ
こ数年の旅は昨年の東京でようやく一段落した
のだと思います。
　というわけで、飽きっぽい僕たちはまた新た
な旅へ出かけます。行き先はいつも気まぐれで
運まかせ。まずは台湾に行ってきます。
　3月に台南の高校生たちと『わたしの星』を
つくります。題名は『我的星球』。オーディショ
ンは無事に終わって、魅力的なメンバーが集結
しました。また新しい『わたしの星』になりそう
でワクワクしています。
　秋には『わたしが悲しくないのはあなたが遠
いから』台湾バージョンの上演もあります。こち
らは台北。もちろん2つの隣り合う劇場での上

演です。昨年、奇しくもままごとメンバー全員が
そろったこの公演が台湾でどのように進化する
のか。とても楽しみです。
　国内でのままごとの公演は4月に横浜で新作
を上演する予定です。題名は『ツアー』。今ま
でままごとは数々の短編作品を長編へと進化さ
せてきました。だから今回は原点回帰のつもり
で新しい、少し短めの作品を作ろうと思います。
少人数で小さな空間で、今の自分達にできるこ
とを確かめながら。やはり軽やかに作りたいと
思っています。
　旅に出ることで人は新しい何かに出会うこと
ができる。今までの自分を俯瞰することができ
る。新たな問題を見つけることができる。どうす
ればいいかわからなかった出来事との付き合い
方を自然と身につけることができる。
　新しい作品と共に僕たちは新しい旅へと出か
けたいと思います。行き先はまだわかりません。
でも必ずここに帰ってくることを約束します。そ
れでは行ってきます。

2018年、新たなる旅へ
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̶まず、2017年はそれぞれにどんな1年でし
たか？
端田　私は、名児耶ゆりちゃんとpacoの活動
を始めた年でした。pacoは、小豆島で2013
年からままごとがやってきたことや島の人と関わ
ってきたこと、名児耶さんと私に子供が生まれ
たことから出てきた案で、私たちが小豆島で活
動拠点にさせてもらっていた遊児老館という場
所にちなんで、play、all、child、oldの頭
文字をとってつけた名前です。それと、私と名
児耶さんは、こどもと音楽の未来をつくる “おこ
わ” というプロジェクトにも参加していて、
2017年はその両方の活動をしていました。あ
と柴くんの新作で初めて大石くんと共演できて
よかったです！
大石　あははは。毎年それまでやったことがな
いようなことをやれるといいなと思っているので
すが、2017年は多摩美術大学で週に1回授
業をさせてもらって、俳優がどういうことをする
生き物なのかを考え直す、いい機会になりまし
た。それと、自分でプロジェクトを動かすことが
増えていて、岸井大輔さんの企画やスイッチ総

研のスマートイルミネーションでの船上企画、
それと横浜美術館で音声を展示することに取り
組んだりしました。あと柴さん脚本のドラマに出
演もしましたね。
加藤　今年は外部の仕事と劇団関係の仕事が
半 く々らいになりました。愛知・穂の国とよはし
芸術劇場の市民と創造する演劇『はしっ子』に
は最初、制作助手で付いていたんですけれど、
気付いたら演出助手になっていまして（笑）、生
まれて初めて場当たりを回させてもらいました。
端田　できたの？
加藤　周りの人がいろいろ支えてくださってなん
とか（笑）。あと木ノ下歌舞伎『東海道四谷怪
談―通し上演―』の制作助手としてツアーを回
らせてもらい、その間に『わたしの星』［2017
ver.］があって、制作チーフとして現場をゼロ
から回すことを初めてしました。その流れで
F/Tがあり、ほかにもいくつかの公演現場につ
かせていただきましたね。
宮永　『わたしの星』［2017ver.］に関しては、
自分がこれから制作者として劇団公演に関わら
ないことがあるだろうと思っていたので、仲葉さ
んにゼロから全てお願いしました。そんなわけ
で、僕が2017年にちゃんと関わった演劇作品

座談会
ままごとの 2017→2018

柴幸男を除くままごとの4人、
宮永琢生と大石将弘、端田新菜、加藤仲葉が2017年末に集合し、
毎年恒例となっている、1年の振り返りと新年への展望を語った。

2017年はそれぞれの活動に加え、F/Tで日台共同製作
『わたしが悲しくないのはあなたが遠いから』を上演したままごと。

2018年にはどんな展開を見せるのか。

座談会参加者（五十音順）

はF/T17『わたしが悲しくないのはあなたが遠
いから』くらいなんですけど、やってみてこれぐ
らいのペースがいいなと（笑）。年に1本、集中
して丁寧に創作する。自分の演劇に対峙する距
離感として、そのくらいがちょうどいいなと思い
ました。精神的にも作品的にも。2017年は、
贅沢にそういったことを試せた年でしたね。

̶2017年もいろいろな出会いがあったと思
いますが、中でも面白かったのは？
加藤　私は早稲田大学教授で翻訳家の水谷八
也さん。『わたしが悲しくないのは～』の翻訳
監修をしてくださったんですけど、翻訳のクリ
ス・グレゴリーさんとのやりとりメールに私も入
っていて、その応酬がなんてかっこいいんだと。
水谷先生が「柴くんはこういう意図を持ってこ
う書いているから●●と表現したらいいんじゃ
ないか」と話すと、クリスが「確かにそうですね。
でもその表現だと硬いから」みたいなやりとりを
していて。
宮永　めっちゃクリエイティブだったよね！
加藤　そうなんですよ。字幕を見て涙してくださ
ったお客様もいて、本当に貴重な体験でした。
大石　さっきお話した、音声を展示するプロジ
ェクトで、目が見える人と見えない人で一緒に
美術館に行き、おしゃべりしながら作品を鑑賞
するってことをやっているんですけど、そこでは
みんな、目に見えるものと見えないものについて
話すんですね。僕は美術に詳しくないですが、
ある作品を見てどう思ったのかではなくて、そ
の作品がどう見えるか、目に見えているものを
あえて言葉にするんです。すると、見ているもの

それぞれの 2017年

2017年の忘れがたい出会い

宮永琢生
制作

加藤仲葉
制作

端田新菜
俳優

大石将弘
俳優
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は一緒のはずなのに、ある人はそこに注目する
んだ？ そう見えてるんだ？っていう違いがあって
面白くて。目が見える人たち同士だったら絶対
に起き得ないコミュニケーションですよね。
端田　私は、出会った人ではなくて、悪魔のし
るしの危口（統之）さんと、（制作の岡村）滝
尾さんが亡くなったことが大きかったなあ。滝
尾さんとは付き合いが長くて、危口さんとは特
に深い関わりがあった訳ではないんだけど、私
たちが小豆島で活動しているときにふらっと来
てくださって、そのあと『星の記憶 -わが星小
豆島滞在記 -』の横浜での上映会でトークゲス
トにも出てくださった。そのトークで危口さん、
「本気で世界を良くしたいと思ってる」とおっし
ゃってたんですね。それがとても印象的で。すご
い人だなと思っていました。
宮永　F/Tでご一緒した台湾のプロデューサ
ー、新田幸生さんと出会えたのが面白かったで
すね。フットワーク軽く世界のアーティストとつ
ながり、柔軟に表現として形にできる人。本当
に素敵な方でした。あとヨーロッパ企画・株式
会社オポスの吉田和睦さんと10月に伊丹AI・
HALL（若手制作者のためのアートマネジメン

ト講座『ヨーロッパ企画の歩み／ままごとの歩
み ～われわれの来し方行く末～』）でお話でき
たのが面白かったです。お話していく中で、ヨー
ロッパ企画とままごとはアウトプットの方法はま
ったく違うんだけど、実は共通してる部分が多
いんじゃないかなと。いわゆる劇団って、まずは
作家や演出家主体で集団を引っ張っていって、
俳優たちがそれぞれメディアで売れていくってい
うのがスタンダードな形態だと思うんですけど、
ヨーロッパ企画は主宰の上田誠さんが表現活
動の中心にはいるけど、同時にメンバーそれぞ
れが個々に持っているポテンシャルを生かして
劇団の仕事にしている。そこはままごともアプロ
ーチが似ているなと思っていて。劇団としての
集団性というものに自覚的になってきたタイミン
グで、吉田さんのお話をうかがえて非常に感銘
を受けましたね。

̶ズバリ、2018年に注力するものは？
端田　筋トレ！
全員　（笑）

端田　F/Tの時は事前にトレーニングが満足に
できていなくて、体を鍛えることとセリフや段取
りのこと、全部一緒にやって本当にキツかった
ので、今年は地道に取り組もうと。
宮永　僕は小豆島に家を作る。2016年に瀬戸
内国際芸術祭『喫茶ままごと』で長期間小豆
島に滞在して、以来、小豆島に “帰る場所” と
いうか拠点を持ちたいという思いがありまして。
加藤　2016年はとんちきなくらい働いて、201
7年はパンクしないで働き続けられるくらいには
調整できたので、2018年はさらに余白を作れ
るようにしようと思ってて。その余白で、自分が
やりたいことをやったり、快適に暮らせるように
したいと思いますね。
大石　いっぱいあるんですけど…… 2018年は
ナイロン100℃本公演とままごとがあって、そ
れと映像の仕事に興味がわいたので、経験をも
う少し積みたいなと。
宮永　なんでもDIYだね。自分でその場所を
作る。
大石　ああそうですね（笑）。あとは体づくりを
含めて、演技の勉強をちゃんとしたいなって。も
う少し自分を磨く1年にしたいなと思いますね。

2018年はこれに注力！

（左上）「きくたびプロジェクト」より。（撮影：中島祐輔）
（左下）「わたしが悲しくないのはあなたが遠いから」より。
（撮影：濱田英明）

（右）写真左上から時計回りに宮永琢生、加藤仲葉、
端田新菜、大石将弘
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作『ツアー』が、4月21日から30日まで神奈川・STスポ
ットにて上演される。柴幸男が作・演出を手がけ、キャスト
にはままごとの大石将弘、端田新菜のほか、柴が講師を務め
る多摩美術大学で演劇表現を学んできた小山薫子が名を連

ねる。F/T17『わたしが悲しくないのはあなたが遠いから』で共演経
験のある3人が、本作でどのような化学反応を見せるのか。また
2018年秋以降には、タイトルの通り全国ツアーを行う予定。上演を
お楽しみに。

014年、2017年に上演された『わたしの星』が柴幸男演出
のもと、台湾の高校生たちによってリクリエーションされ、『我
的星球』として上演される。
　柴の岸田國士戯曲賞受賞作『わが星』の世界観を引き継

ぎ、火星に移住することになった人 と々ある転校生を巡って繰り広げ
られる本作。今回、「2018 臺南藝術節」参加作品として上演され
る本作では、オーディションで選ばれた台湾の高校生が、共に作品
を立ち上げる。

「ままごとの新聞」20号を記念し、リニューアルいたしました！ デザインは、ままごとのさまざまなチラシデザイ
ンや劇団員の似顔絵などを手がけたセキコウさん。今回は1面からどどーんと、セキコウさんのイラストを使わせ
ていただいています。ままごとは今年も、日本や台湾、さまざまな土地で活動します。「ままごとの新聞」もぜひ
多くの方に届きますように。（熊井）
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NEXT
● 大石将弘【創作・展示】

『きくたびプロジェクト 横浜美術館コレクション編』
2018年 1月15日［月］公開　＠神奈川 横浜美術館
https://kikutabiproject.tumblr.com

● 加藤仲葉【演出助手】

市民と創造する演劇『とよはしの街の物語』
作・演出・音楽：糸井幸之介（FUKAIPRODUCE羽衣）
ドラマトゥルク：木ノ下裕一（木ノ下歌舞伎）
2018年3月3日［土］・4日［日］
＠愛知 穂の国とよはし芸術劇場 主ホール
https://www.toyohashi-at.jp/event/performance.php?id=397

● 柴幸男【作・演出】

2018 臺南藝術節『我的星球（わたしの星）』
作・演出：柴幸男　出演：オーディションで選ばれた台湾の高校生
2018年3月31日［土］・4月1日［日］
＠台湾 臺南文化中心國際廳原生劇場
http://www.tmcc.gov.tw/project/2018myplanet/

● 柴幸男【作・演出】／大石将弘・端田新菜【出演】

ままごと『ツアー』
2018年4月21日［土］ – 30日［月・祝］
＠神奈川 STスポット

2018 臺南藝術節『我的星球（わたしの星）』
2018年3月31日［土］・4月1日［日］　＠台湾 臺南文化中心國際廳原生劇場
作・演出：柴幸男　出演：オーディションで選ばれた台湾の高校生
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編 集 後 記

ままごと『ツアー』
2018年4月21日［土］ – 30日［月・祝］　＠神奈川 STスポット
作・演出：柴幸男　出演：大石将弘、小山薫子、端田新菜

新作『ツアー』が
4月STスポットで

『わたしの星』が
台湾で『我的星球』に


